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概要

絶縁フィルムの部分放電開始電圧を計測いたします。

インバータサージ模擬電圧印加による
絶縁フィルムの部分放電開始電圧計測

Cat.No 3E2J-249-00-230329

電動車駆動モータには、コイル層間、スロット、
ウエッジ等の絶縁を目的として絶縁紙（多層ラミ
ネート材料）等の絶縁フィルムが使用されています。

モータは、インバータから交流が入力され、高速で
スイッチングされる事によって駆動しています。
この際に発生するサージ電圧が、絶縁フィルムに
部分放電を発生させ、これが繰り返し発生する
事で絶縁性が劣化します。

ここでは、絶縁フィルムの部分放電開始電圧の
計測法をご紹介します。

部分放電発生とサージ電圧、部分放電開始電圧の関係

測定事例

絶縁紙の測定事例を示します。

● 試験条件

１. 印加電圧
①印加開始電圧：0.5 kV
②試験電圧： 0.5, 0.6, 0.7 kV…

（昇圧ステップ：0.1 kV）
③印加パルス数：各10回

（各インパルス電圧を10回印加）

2. 判定基準
①部分放電開始電圧

インパルス電圧各10回印加し、そのうち6回
以上で部分放電が発生した電圧

②電磁波レベル
約-78 dBm （放電電荷量約100 pC相当）以上

● 試験結果

部分放電開始電圧 2.4 kV
（絶縁破壊発生）
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サージ電圧（瞬間的な高電圧）

部分放電発生

部分放電開始電圧
（絶縁フイルムの絶縁特性）

試験状況

部分放電発生時に
生じた電磁波を
アンテナで検出

インパルス電圧を印加

試験荷重 ：50 g
球–平板電極

（φ20 mm – φ25 mm）

部分放電
検出アンテナ

インバータサージ
模擬電圧印加装置

絶縁紙

試験電極の種類
異径電極： φ25 mm – φ75 mm
同径電極： φ6 mm – φ6 mm

φ2 mm – φ2 mm
球-平板電極： φ20 mm – φ25 mm
試験荷重： 50～500 g

電圧印加イメージ
※試験に使用した絶縁紙の厚さが薄かったため、
絶縁破壊が発生しました。

部分放電発生
部分放電波形

電圧減衰波形

絶縁紙の測定事例

インバータサージ模擬電圧
（インパルス電圧）印加

印加電圧 0.5～5.0 kV

昇圧ステップ 任意

印加パルス数 1～16回 （標準10回）

10回のインパルス電圧印加中で
発生した部分放電の回数 任意（標準：6回以上発生）

部分放電発生と判断する電磁波
レベル

－83dBm～－60dBm
（放電電荷量80pC～115pC）

インパルス部分放電試験機の仕様


